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電気設備工事仕様書

Ⅰ 工事概要

１ 工事名称

２ 工事場所

３ 建築概要 建 築 名 称 延面積㎡階数構 造 消防法施行令別表第一

特  記  事  項項      目章 特  記  事  項項      目章 特  記  事  項章 項      目

〇

〇

〇

○

〇

○

三相３線式  200V

〇  金属管配線 ○  合成樹脂管配線

〇  ＰＦ管配線 〇  ケーブル配線

電動機容量 7.5KW以下は、金属管を接地線としてもよい。

連用形押釦（ａ・ｂ接点、パイロットランプ）とする。

特記のない場合は（○  トリップなし  〇  トリップ）とする。

扉の裏面の充電部に感電防止の処置を施す。

電気方式

施工方法

電動機器の接地

遠方操作押釦

手元開閉器

制御盤

動

力

設

備

○

○

○  金属管配線 ○  合成樹脂管配線

○  ＰＦ管配線 ○  ケーブル配線

○  その他別紙参照

施工方法

機器仕様

誘

導

支

援

設

備

○

○

○  金属管配線 ○  合成樹脂管配線

○  ＰＦ管配線 ○  ケーブル配線

施工方法

機器仕様

テ

レ

ビ

共

同

受

信

設

備

〇

〇

〇

○

○

〇

〇  金属管配線 ○  合成樹脂管配線

〇  ＰＦ管配線 〇  ケーブル配線

○  受信機    型  級    回線

    （○  壁掛形  ○  自立形  ○  単独  ○  複合）

○  発信機    型  級埋込形

○  感知器  確認表示灯付とする。

〇  連動制御器   　回線

    （〇  壁掛形  ○  自立形  ○  単独  ○  複合）

○  自動閉鎖装置（○  防火戸  ○  防火ｼｬｯﾀｰ   ○  防火ﾀﾞﾝﾊﾟｰ）

○  受信機    型  級    回線

    （○  壁掛形  ○  自立形  ○  単独  ○  複合）

○  機器一体形（○  埋込形  ○  露出形）

○  各機器単独設置

ケーブル配線となる感知器の位置ボックスは、不要とする。

火

災

報

知

設

備

施工方法

火災報知装置

自動閉鎖装置

ガス漏れ警報装置

非常警報装置

その他

４ 工事種目

工事種目

建物及び屋外

屋  外

電灯設備

動力設備

受変電設備

雷保護設備

発電設備

構内情報通信網設備

構内交換設備

拡声設備

テレビ共同受信設備

監視カメラ設備

誘導支援設備

火災報知設備

構内配電線路

構内通信線路

Ⅱ 工事仕様

１ 共通仕様

２ 特記仕様

図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、全て下記による。

●  国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）」（最新版）

●  国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）」（最新版）

○  国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）」（最新版）

〇  日本建築家協会監修「建築設備工事共通仕様書」（最新版）

一

 

般 

共 

通 

事

 

項

特  記  事  項項      目章

特記事項は、○印がある場合は、●印の付いたものを適用する。

項目は、●印の付いたものを適用する。

○

〇

●

○  構内に作ることができる。

○  構内に作ることができない。

尚位置については、あらかじめ監督員の承諾を受ける。

○  構内指示場所に敷ならし。

○  構内指示場所に堆積。

○  構外に搬出し、関係法令等に従い適切処理する。

●  構外に搬出し、関係法令等に従い適切処理する。

〇  監督員の指示により処理する。

工事用仮設物

残土処分

発生材の処理

○

1 現場説明事項 2 電気設備工事仕様書 3 図面 4 共通仕様書

工事用電力・水

設計図書の優先順位は原則として下記の通りとする。尚、不明な点は監督員と協議する。● 適用基準等

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、全て請負者の負担とする。

○ 工事実績情報 登録可能な請負金額の場合：適用する。（登録先（財）日本建設情報総合センター）

●

●

●

総合施工計画書を作成し監督員に提出する。

機器及び材料は新品とし、監督員の検査を受け合格したものとする。

又同等品以上とする場合は監督員の承諾を受ける。

施工計画書

機器及び材料

軽微な変更 現場の納まり、取り合いなどの関係による協議の中で、設計図書によることが困難又は、

不都合な場合の軽微な変更は監督員の指示による。この場合、請負金額の変更は行わない。

○ 隠蔽部の検査 埋戻し、コンクリート打設及び内装仕上げ等により設備工事が隠蔽となる部分の施工は、

前記工事等の施工前に設備工事の部分検査を受けること。

○ 火災保険等 工事施工中火災保険又は、それに代る請負賠償責任保険等に加入し、証書の写しを提出する。

●

  加入期間  内部配管配線開始の日から完成期限後１４日まで

  加入金額  請負金額とする。

工事完成に関わる完成図等は監督員の指示により提出すること。

建物の保全に関する説明書を作成して提出すること。

完成図その他

●

処理について

産業廃棄物の適正

● 工事写真 工事の経過の記録、使用材料の確認その他監督員の指示事項をカラー写真にて撮影し提出する

産業廃棄物が搬出される工事にあたっては、監督職員の指示に従い、産業廃棄物関連書類の

提出及び確認並びに処理施設の現地確認並びに建設廃棄物処理状況の管理を行い、

産業廃棄物が最終処分に至るまで適正に処理されていることを確認すること。

○ 非常用照明器具の照度測定箇所は、監督員の指示による。照度測定

○

○

○

○

○

〇

〇

●

●

〇

〇

電線本数・管路

調査報告は速やかに行う。

別表工事区分表による。

本工事に伴う既設設備の軽微な加工改造は本工事とする。

取り外し再使用機器は、清掃及び絶縁抵抗測定の上取付ける。

外線工事負担金

電界強度の測定

他工事との取合

電波障害対策

電力等の引込み

鋼製電線管

斫り

既存との取合い

再使用機器

呼び線

テレビアンテナ取付予定位置の電界強度を測定し、末端受け口における電界強度計算書及び、

写真を監督員に提出する。

解決し、これに係わる費用も請負者負担とする。

工事着工前に事前調査を行い、報告書作成の上、障害に対しては請負者の責任において

監督員との協議により施工する。

電力及び電話引込み線の引止方法・位置については、電力会社及び、ＮＴＴと打合せの上、

（E19,E25,..E75）を使用してもよい。

薄鋼電線管（19,25,..75）は表示されているものと同一外径のねじなし電線管

監督員の承諾を受けて、変更しても差し支えない。

分電盤、制御盤、端子盤等の二次側以降の配管経路、電線太さ、電線本数、管路等は、

既設のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴明けは、原則としてダイヤモンド

カッターによる。

長さ1m以上の入線しない電線管には、1.2mm以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

〇 フラッシュプレート ●  新金属製 ○  樹脂製 ○  樹脂製(ワイド形)

○

機器を実装しない位置ボックスには、用途表示付のものとする。

フロアーコンセント ○  アップ形 ○  プラグ収納形 ○  上下可動形

○  ハイテンションアウトレット

○ ＯＡフロアー ○  アップ形 ○  プラグ収納形 ○  ハーネス式

Et

10

10

100

〃

〃

〃

〃

EB(D=14orW=40)x3連-2組

EB(D=14orW=40)x3連-2組

〃

通信用

通信用

Ｄ種接地

EAt

○ 接地極は次による。尚、EBはL=1,500とする。接地極

記号 接地抵抗値 接地極の規格・数量

EA

EB

10

10

Ω以下

〃

〃

〃

EB(D=14orW=40)x3連-2組

10 〃 EB(D=14orW=40)x3連-2組EC

共同接地

共同接地

Ａ種接地

Ｂ種接地

Ｃ種接地

接地の種類

EA･EB･EC･ED EB(D=14orW=40)x3連-2組

EA･EC･ED

100 〃EDＤ種接地

ED(ELCB)

高圧避雷器 ELH

交換機装置

EDt

電話保安器用 EDt 100 〃

Eo測定用

構造体接地

等電位接地

100 〃

〃

〃

EB(D=14orW=40)x3連-2組

EB(D=14orW=40)x3連-2組

EB(D=10orW=30)x1

EB(D=14orW=40)x3連- 組

EB(D=14orW=40)x3連-2組

EB(D=10orW=30)x1

EB(D=10orW=30)x1

EB(D=10orW=30)x3連-1組

●

●

姿図の形状及び寸法は、概略を示す。機器姿図

その他 合成樹脂製可とう管はＰＦ１重管とする。

〇 耐震施工

１）設計用水平地震力は機器重量に、下表に示す設計用水平震度を乗じたものとする。

＜施設区分＞

＜重要機器＞

＜上層階の定義＞

○  特定の施設 〇  一般の施設

〇  配電盤 ○  自家発電装置 ○  交流無停電電源装置

○  直流電源装置 ○  交換機 ○  火災報知器受信機

○  中央監視装置

２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

１０～１２階建の場合は上層３階、１３階以上の場合は上層４階

設置場所

上層階、屋上及び塔屋

中間階

地下階、１階

特定の施設（甲類・乙類） 一般施設（乙類）

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

局部震度法による建築設備機器の設計水平震度

２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針

２０１４年版」(独立行政法人建築研究所監修)による。

(注)( )内数値は防振支持の機器の場合に、< >内数値は水槽類に適用する。

2.0(2.0)<2.0>

1.5(1.5)<1.5>

1.0(1.0)<1.5>

1.5(2.0)<1.5>

1.0(1.5)<1.0>

0.6(1.0)<1.0>

1.5(2.0)<1.5>

1.0(1.5)<1.0>

0.6(1.0)<1.0>

1.0(1.5)<1.0>

0.6(1.0)<0.6>

0.4(0.6)<0.6>

〇

●

●

単相２線式  100･200V

〇  金属管配線

〇  ＰＦ管配線

○  合成樹脂管配線

●  ケーブル配線

電

灯

設

備

電気方式

施工方法

ＬＥＤモジュール ＬＥＤ制御機器の種類は、図面に特記なき場合は次による。

ＬＥＤ制御装置の種類

初期照度補正形

連続調光形

一般形

記号

ＬＪ

ＬＸ

ＬＺ

ＬＮ

電圧

１００～２４２Ｖ

１００～２４２Ｖ

１００～２４２Ｖ

１００～２４２Ｖ

○ ○  電池内蔵形 ○  電源別置形防災用照明器具

〇

〇

○

〇

〇  金属管配線 ○  合成樹脂管配線

〇  ＰＦ管配線 〇  ケーブル配線

〇  一般放送専用 ○  一般・非常放送兼用

○  非常放送別置 ○  ローカルアンプ別置

○  卓上型 ○  壁掛型

○  デスク型 ○  ロッカー型

○  総合盤組込型

○  マイクロホン ○  ＣＤプレーヤ

○  カセットデッキ

〇  その他別紙参照

施工方法

種別

増幅器

附属機器

拡

声

設

備

○

○

○  金属管配線 ○  合成樹脂管配線

○  ＰＦ管配線 ○  ケーブル配線

施工方法

構

内

交

換

設

備

機器仕様 ○  その他別紙参照

○

○

○

○  金属管配線 ○  合成樹脂管配線

○  ＰＦ管配線 ○  ケーブル配線

保安器用接地は本工事とする。

○  機器及びページング装置別途

○  電話設備特記仕様書による。

施工方法

その他

機器仕様

構

内

情

報

通

信

網

設

備

○

○

○

○

○

○  キュービクル形 ○  オープン形

○  簡易形

電気方式  三相３線式

電    圧        V

定格出力        PS以上

始動方式（○  電気式  ○  空冷式）

冷却方式（○  水冷循環式  ○  ラジエータ式）

○  軽油

○  Ａ重油

○  灯油

形式

発電機

原動機

燃料

その他 原動機、発電機と附属機器間の燃料油、冷却水等の配管、制御用配線は監督員の承諾を

受けて変更しても差し支えない。

発

電

設

備

○

○

○

○  突針

○  金属製笠木（別途）等

○  建築構造体利用 ○  引下げ導線

○  棟上げ導体

○  接地極埋設 ○  建築構造体利用

受雷部

避雷導線

接地極

〇

○

○

○

〇

〇

高圧  三相３線式  6.6KV

低圧  三相３線式   200V

低圧  単相３線式   100/200V

○  高圧真空遮断器（ＶＣＢ）

○  高圧交流遮断器（ＣＢ）

○  限流ヒューズ（ＰＦ）

○  高圧 ○  低圧

○  自動力率制御（○  行う  ○  行わない）

〇  キュービクル形

○  開放形（○  屋内形  ○  屋外形）

○  単位閉鎖形

○  本工事 〇  別途工事

受

変

電

設

備

電気方式

主遮断装置

設備容量

進相コンデンサ

盤形式

変電基礎

雷

保

護

設

備

○

○

○  金属管配線 ○  合成樹脂管配線

○  ＰＦ管配線 ○  ケーブル配線

○  その他別紙参照

監

視

カ

メ

ラ

設

備

施工方法

機器仕様

●

○

○

○  三相３線式   6.6KV 〇  三相３線式   200V

〇  単相３線式   100/200V ●  単相２線式   100･200V

特記なき埋設深さは、0.6ｍとする。

埋設標は（○  鉄製  ○  コンクリート製）とする。

ケーブル保護材は下記とする。

○  波付硬質ポリエチレン管

○  耐衝撃性硬質ビニル電線管

○  鋼管用炭素鋼鋼管（白管）

鉄蓋には、鉄型流し込みで用途名（○  電気  ○  高圧）を表示する

構

内

配

電

線

路

電気方式

地中配線

架空配線 特記のない限り電柱はCP-12-19-500とし、腕金、碍子、支線その他は電力会社仕様による。

○ 外灯接地は、各ポールごとに施工し埋設標は設けない。

外灯基礎は（○  本工事  ○  別途工事）とする。

その他

○

○

○  電話 ○  電気時計

○  テレビ ○  火災報知

○  インターホン

○  拡声

構内配電線路に準ずる。

鉄蓋には、鉄型流し込みで用途名（○  弱電  ○  電話）を表示する

構

内

通

信

線

路

用途

地中配線

○  ＵＨＦアンテナ（20素子）

○  混合器

（○  AU-1  ○  AU-2）

○  増幅器

○  ＢＳ・110゜ＣＳアンテナ （○  CSBSA-60  ○  CSBSA-75  ○  CSBSA-90）

（○  CS･BS-1W  ○  CS･BS･UF-1W  ○  CATV-1）

○  機器収容箱（TV-   ）

○  分岐器

○  分配器

○  直列ユニット（中間）

○  直列ユニット（端末）

（○  CATV･CS･BS-1  ○  CATV･CS･BS-2W-H）

（○  CS-MW  ○  CS-MCW  ○  CS-VHMC）

（○  CS-C1W  ○  CS-C2W  ○  CS-C4W）

（○  CS-D2W  ○  CS-D4W  ○  CS-D6W  ○  CS-D8W）

（○  CS-7F-7W  ○  CS-7F-7SW）

（○  CS-7F-RW  ○  CS-7F-RSW）

○  アンテナマスト

○  同上支持

○  自立アンテナベース

32A-40A-50A 4m･2m

（○  自立形  ○  壁面取付形）

（○  400x400 以上  ○  標準図）

○  テレビ端子 （○  CS-7FW  ○  CS-7FSW）

○  テレビ接続コード（同軸ケーブル2m）を直列ユニット相当数分納入する。

地中配線は埋設表示シート(ダブルタイプ)を設ける。

定格出力        kVA以上

変圧器総容量  三相        kVA  単相        kVA

●

旧びわ高齢者福祉センター解体工事

意匠図に依る

本 館 棟 Ｓ 造 平屋 意匠図に依る 意匠図に依る

本 館 棟

〇

〇

〇

旧びわ高齢者福祉センター解体工事

電気設備　特記仕様書

A1：NS

E

2022.8.1

00-000

A3：NS

01
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高齢者福祉センター

びわまちづくりセンター

機械室

水路

既存AS舗装

　既設屋外キュービクル　

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

保健センターへ

《既設屋外キュービクル工事概要》

1,3φ3W用 MCCB 3P 100AF/75AT よりケーブル取外し

2,1φ3W用 MCCB 3P 225AF/150AT よりケーブル取外し

※ブレーカは既設のままとしケーブルのみ撤去とする。

撤去

既設のまま

 CV 38°-3C (HIVE70) :3φ3W

 CV 60°-3C (HIVE70) :1φ3W

 FP 5.5 -2C (HIVE28) :自火報

 空配管 (HIVE36) :電話配管

 S-5C-FB

 TOV 0.65-2P

 がいしにて切り離し

 既設屋外灯

 6kV CVT 38°-3C (PF82) :既設のまま

 架空配線(撤去)

ＬＥＤ防犯灯　ＦＬ２０形相当

A

730 lmタイプ

電圧100V

防雨型

明るさｾﾝｻ内蔵

NNY20328LE1+NNY28544(参考品番)

落下防止ワイヤー含む

ブロックハンドホール 850x850x900 S8K-60

凡  例

記    号 名    称

Ｈ

〃 既設のまま
Ｈ

撤去

［注記］図中明記無き配管配線は下記とする。

実線表記配管配線は撤去を示す。

埋設配管配線

既設のまま

架空配線

［注記］図中明記無き配管配線は下記とする。

DV 2.0 -3C　:架空配線

鋼管ポール SH-6 基礎サイズ(500x500x1300)

凡  例

記    号 名    称

　既設屋外キュービクル　

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

既設のまま

 6kV CVT 38°-3C (PF82) :既設のまま

 A 

 A 

 A  A 

 A 

 A 

 既設屋外灯

※引込金具(L:1,000)

DV

DV

DV

DV

DV

DV

既設のまま

破線表記は既設のままとする。

DV

旧びわ高齢者福祉センター解体工事

電気設備　配置図

A1：1/200

E

2022.8.1

00-000

A3：1/400

1/200 改修工事撤去工事 1/200

0 2
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機Ე ᐊ

水
路

E

E

公共下水ᱝ

キュービクル

㞵 水放流

E

E

保೺ センター࡬

保೺ センター

᤼ 水経路残置

保೺ センター

電気経路残置

AS⯒ 装

旧びわ高齢者福祉センター解体工事

᧔ ཤ 後⤥ ᤼ 水設備配置図

A1：1/100

M

2022.8.1

A3：1/200

１ ３

150(VP)

150(VP)

150(VP)

150(VP)

65(VP)

150(VP)

㺏 㺛 㺪 㺅 㺷 㺢 ᚟ 旧⠊ ᅖ

᪤設䜢 ♧ 䛩 䚹㻔ṧ ⨨ 㻕

32(まࡕ ࡙ くりセンター用)

20(まࡕ ࡙ くりセンター用)

32(まࡕ ࡙ くりセンター用)

20(まࡕ ࡙ くりセンター用)

解体時埋設確認必要

㸫

㸫

㸫
㸫

2

2 R

2

2 R

2

2 R

2

2 R

2

2 R
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高齢者福祉センター

渡り廊下

機械室

水
路

EE

E

E

E

浄化槽

公共下水桝

キュービクル

東増築部

E

E

E

保健センターへ

飛石φ450程度

B

既存AS舗装

旧びわ高齢者福祉センター解体工事

撤去給排水設備配置図

A1：1/100

M

2022.8.1

A3：1/200

解体工事図 1/200
Ｎ

２ ３

100(VP) 100(VP)

量水器 30mm

20(SGP黒)

32(SGP黒)

125

(VP)

125

(VP)

125

(VP)

125(VP)

100

(VP)

100(VP)

50(VP) 75(VP)

100

(VP)

125(VP)

65(VP)

50(VP)

100(VP)

100(VP)

100(VP) 100(VP)

50(VP) 75(VP)

150(VP)

150(VP)

150(VP) 150(VP)

150(VP)

150(VP)

150(VP)

150(VP)

150(VP)

150(VP)

65(VP)

65(VP)

65(VP)

65(VP)

65(VP)30(SGP黒)

30(SGP黒)

30(SGP黒)

30,20(SGP黒)

30(SGP黒)

30(SGP黒)

30(SGP黒)

20

(SGP黒)

GV20

VC-P

散水栓

ﾎﾞｯｸｽ共

GV20

VC-P

散水栓

ﾎﾞｯｸｽ共

GV20

VC-P

GV32

VC-1

GV25

VC-P

GV20

VC-P

GV32

VC-1

GV32

VC-1

20(SGP)

GV20

VC-P

GV20

VC-P

散水栓

ﾎﾞｯｸｽ共

GV20

VC-P

32(SGPW)20(SGPW)

50

(SGPW)

50

(SGPW)

30(SGP黒)

配管切断後

ｷｬｯﾌﾟ止め

配管切断後

ｷｬｯﾌﾟ止め

ｱｽﾌｧﾙﾄ撤去範囲

配管切断後

ﾌﾟﾗｸﾞ止め

BW-1 OT-2

GHW-1

65(SGP黒)

123

4

5 6 7 8 9

給油口

11 10

12 13
14

15 16 17 18

19

残置 撤去

残置

撤去

撤去を示す。

既設を示す。(残置)

切断を示す。

20,25

25,20

32(まちづくりセンター用)

20(まちづくりセンター用)

解体時埋設確認必要

保健センター用

給水メーター残置

50,75(VP)

100(VP)

50(SGP)

32(SGP)

65(SGP)

OT-1

撤去汚水桝リスト

深さ:地盤面～管底

記号 桝名称 桝種類 桝仕様 深さ(参考) 蓋仕様

1 汚水桝 塩ビ小口径桝 90L-100x150φ -300 塩ビ蓋

2 汚水桝 塩ビ小口径桝 90Y-100x150φ -310 塩ビ蓋

3 汚水桝 塩ビ小口径桝 90L-100x150φ -370 塩ビ蓋

4 汚水桝 ｺﾝｸﾘｰﾄ桝 450x450 -450 MHA450

5 汚水桝 ｺﾝｸﾘｰﾄ桝 450x450 -530 MHA450

6 汚水桝 ｺﾝｸﾘｰﾄ桝 450x450 -580 MHA450

7 汚水桝 ｺﾝｸﾘｰﾄ桝 450x450 -610 MHA450

8 汚水桝 ｺﾝｸﾘｰﾄ桝 450x450 -630 MHA450

9 汚水桝 ｺﾝｸﾘｰﾄ桝 450x450 ﾄﾗｯﾌﾟ桝 -670 MHA450

10 汚水桝 塩ビ桝 90L -450 塩ビ蓋(300φ)

11 汚水桝 塩ビ桝 90L ﾄﾗｯﾌﾟ桝 -510 塩ビ蓋(300φ)

12 汚水桝 塩ビ桝 90Y -180 塩ビ蓋(300φ)

13 汚水桝 塩ビ桝 90Y -220 塩ビ蓋(300φ)

14 汚水桝 塩ビ桝 90Y　ﾄﾗｯﾌﾟ桝 -230 塩ビ蓋(300φ)

15 汚水桝 ｺﾝｸﾘｰﾄ桝 300x300 -400 MHD300

16 汚水桝 ｺﾝｸﾘｰﾄ桝 300x300 -420 MHD300

17 汚水桝 ｺﾝｸﾘｰﾄ桝 450x450 -460 MHD450

18 汚水桝 ｺﾝｸﾘｰﾄ桝 450x450 -480 MHD450

19 汚水桝 ｺﾝｸﾘｰﾄ桝 450x450 -520 MHD450

撤去衛生機器表

記号 名称 仕様

電源

台数 備考

φ V

GHW-1 給湯器 屋外用開放形　出力 15.3kW 灯油焚 1 100 1 RPE40KA(参考)

(TOTO)

BW-1 温水ﾎﾞｲﾗｰ 気化式 暖房出力 11.6KW ﾀﾝｸ式 1 100 1 UHB-G120C(ｺﾛﾅ)

床暖房用

OT-2 ｵｲﾙﾀﾝｸ 灯油ﾀﾝｸ 丸ﾀﾝｸ 容量 85L　 1

浄化槽

前沈殿槽 FRP製 有効容量 3.0m3(1800φx1950h) 1

本 槽 分離曝気式　50人槽 1

ﾎﾟﾝﾌﾟ槽 FRP製 1260φx1350h 1

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 50φx100L/minx15mx1.5kW 3 200 1

自動交互運転

ｵｲﾙﾀﾝｸOT-1 地下埋設型　1500L 1

ll

ll

l

l

ll

－

－ －

－

－

－

－

－
－

－
－

－

O

O

－ －

O

OR

O

OR

O

OR

O

OR
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高齢者福祉センター

渡り廊下

機械室

水
路

EE

E

E

E

公共下水桝

キュービクル

東増築部

雨水放流

E

E

E

保健センターへ

飛石φ450程度

A
A

A

AAA

A

A

A

B B

B
BB

B
B

B

A

既存AS舗装

給
油
口

旧びわ高齢者福祉センター解体工事

撤去空調設備配置図

A1：1/100

M

2022.8.1

A3：1/200

解体工事図 1/200
Ｎ

３ ３

20(SGPW)

20(SGPW)

GV20

VC-P

GV20

VC-P

25(SGPW)

25

(SGPW)

25

(SGPW)

25(SGPW)

20,20

(SGPW)

25(SGPW)

25(SGPW)

20(SGPW)

20(SGPW)

25(SGPW)

25(SGPW)

25(SGPW)

75(SGPW)

30(SGPW)

75(SGPW)

75(SGPW)

75(SGPW)75(SGPW)

CT(冷却塔)

撤去

AC

1

AC

3

AC

3

AC

2

AC

4

撤去を示す。

既設を示す。(残置)

切断を示す。

撤去空調機器表

記号 名称 仕様

電源

台数 備考

φ V

CT 冷却塔 型式 FRP製 超低騒音型 能力 30USRT 3 200 1

冷却水量 412.8L/min　送風機 900φx600w

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎 200h

OT 地下貯油槽 型式 地下埋設型　850φx2700　容量 150L 1

ﾏﾝﾎｰﾙ(600φ) 注油口(65A) 計量口(32A) 

AC-1 空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ 天吊形 1 200 1 ROA-AP562HJ(室外機)

C:5.6KW　H:5.6KW　冷媒 R410A(1.0kg) (東芝ｷｬﾘｱ)

AC-2 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 天井ｶｾｯﾄ 1 200 1 SAP-CGKB2(室外機)

C:5.0KW　H:6.3KW　冷媒　R22(1.7Kg) (三洋)

AC-3 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 壁掛形 1 100 2 CU-SG25M(室外機)

C:2.5KW　H3.6KW　冷媒 R22(680g) (ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ)

AC-4 ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 壁掛形 1 200 1 CU-258CF(室外機)

C:2.5KW　H:2.8KW　冷媒 R32(580g) (ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ)

CH

CHR

C
H

C
H
R

22-010


